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創
立
記
念
行
事

　

本
学
が
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
の
は
一
九
三
五
（
昭
和
十
）

年
の
こ
と
で
あ
る
。
創
設
以
来
あ
わ
た
だ
し
く
続
く
校
名
改
称
や

組
織
の
改
編
、
専
門
学
校
か
ら
大
学
へ
の
昇
格
、
駿
河
台
校
舎
の

建
設
と
移
転
等
々
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
本
学
は
、
半
世
紀
の
間
に

昼
夜
三
学
部
、
大
学
院
、
予
科
、
専
門
部
を
擁
す
る
高
等
教
育
機

関
へ
と
成
長
し
て
い
た
。

　

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
と
そ
れ
に
続
く
記
念
祭
は
、
建
学
以

来
の
本
学
の
歴
史
を
総
括
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
十
一
月
四
日
か
ら
一
週
間
に
わ
た
っ
て
盛
大
に
挙
行

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

式
典
は
、
本
学
教
職
員
・
学
生
を
は
じ
め
、
梨
本
宮
守
正
陸
軍

大
将
、
松
田
源
治
文
部
大
臣
、
小
原
直
司
法
大
臣
ほ
か
特
別
来
賓

の
参
列
を
も
っ
て
、
四
日
の
午
後
一
時
半
に
開
会
さ
れ
た
。
初
め

に
、
原
嘉
道
学
長
が
宮
内
省
か
ら
下
さ
れ
た
沙
汰
書
を
朗
読
し
、

あ
わ
せ
て
式
辞
を
述
べ
た
の
ち
、
来
賓
の
祝
辞
、
学
生
の
校
歌
合

唱
へ
と
続
き
、
原
学
長
の
発
声
に
よ
る
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
万
歳

三
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。
参
列
者
に
は
、本
学
の
正
史
で
あ
る『
中

央
大
学
五
十
年
史
』
と
『
中
央
大
学
誌
』
な
ど
が
記
念
品
と
し
て

贈
ら
れ
、
式
典
終
了
後
に
は
祝
賀
会
も
開
か
れ
た
。

　

式
典
会
場
は
、
秋
元
春
朝
子
爵
邸
跡
地
に
同
年
九
月
竣
工
し
た

ば
か
り
の
記
念
大
講
堂
で
あ
っ
た
。
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
新
築
さ
れ
た
こ
の
大
講
堂
は
、総
建
坪
数
一
、五
二
七

坪
、
鉄
筋
四
階
建
て
の
大
建
築
で
、
収
容
人
員
約
五
千
人
を
誇
る

構
内
に
は
暖
房
・
換
気
装
置
も
完
備
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
五
日
以
降
の
記
念
祭
で
は
、
本
学
の
発
展
に
寄
与
し
た

物
故
者
の
慰
霊
祭
を
は
じ
め
、
教
職
員
家
族
を
招
待
し
た
演
芸

会
、
本
学
の
あ
ゆ
み
を
記
録
す
る
重
要
文
書
を
集
め
た
古
文
書

展
、
学
生
の
父
兄
や
保
証
人
を
招
待
し
た
施
設
見
学
会
と
演
芸
会

な
ど
、
多
彩
な
行
事
が
催
さ
れ
た
。
六
日
に
開
か
れ
た
記
念
講
演

会
は
、金
子
堅
太
郎
「
日
本
独
逸
両
国
憲
法
の
差
異
に
つ
い
て
」、

元
田
肇
「
民
法
実
施
延
期
の
実
相
」、
土
方
寧
「
本
学
創
立
前
後

に
お
け
る
法
学
教
育
等
に
つ
い
て
」
な
ど
の
歴
史
的
に
も
興
味
深

い
講
演
が
あ
り
、
盛
況
を
呈
し
た
。
学
生
た
ち
も
書
道
展
、
絵
画

展
な
ど
を
開
催
し
て
積
極
的
に
参
画
し
、
十
日
の
学
生
祝
賀
提
灯

行
列
を
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
記
念
祭
の
全
日
程
を
終
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
は
、
従
来
の
式
典
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
盛
大
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

式
典
の
内
容
を
注
意
深
く
見
る
と
、
一
九
三
五
年
と
い
う
時
代
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い

た
こ
と
が
は
っ
き
り
と

う
か
が
え
る
。
た
と
え

ば
、
明
治
憲
法
起
草
者

の
一
人
で
あ
っ
た
金
子

堅
太
郎
の
講
演
は
当
初

か
ら
予
定
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
急
遽
加
え

ら
れ
た
講
演
で
あ
り
、

背
景
に
は
同
年
二
月
の

天
皇
機
関
説
事
件
と
国

体
明
徴
運
動
の
展
開
が

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

大
学
の
憲
法
講
座
に
対

す
る
国
家
的
統
制
の
強
化
と
い
う
事
態
に
直
面
し
た
本
学
が
、
美

濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
を
批
判
す
る
金
子
の
講
演
を
急
遽
式
典

に
組
み
入
れ
、
国
体
明
徴
運
動
へ
の
対
応
と
立
場
を
明
確
化
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
式
典
に
梨
本
宮
が
臨
席
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深

い
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
本
学
が
式
典
へ
の
皇
族
臨
席
を
宮
内
省

と
文
部
省
に
願
い
出
る
の
は
同
年
十
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
た
だ

し
、
文
部
省
へ
の
願
書
中
に
は
梨
本
宮
臨
席
の
内
示
を
す
で
に
受

け
て
い
る
と
あ
り
、
実
際
に
は
宮
内
省
へ
内
々
に
打
診
し
た
上
で

の
願
書
提
出
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
部
省
は
、
翌
二
十
六
日

宮
内
省
に
照
会
し
、
三
十
日
に
内
定
の
回
答
を
受
け
た
上
で
、

三
十
一
日
に
本
学
へ
通
知
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
例
は
他
大
学

に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
戦
時
体
制
の
形
成
が
進
む
こ
の

時
代
の
特
色
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
本
学
が
梨
本
宮
の
式
典
臨
席
を
至
上
の
名
誉
と
考
え

て
い
た
事
実
は
、
梨
本
宮
の
本
学
到
着
か
ら
退
場
ま
で
を
特
に
記

録
映
画
と
し
て
撮
影
し
て
い
る
こ
と
に
も
う
か
が
え
る
。

　

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
は
、
戦
時
教
育
体
制
に
組
み
込
ま
れ

て
い
く
本
学
の
姿
を
象
徴
す
る
式
典
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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